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研究成果の概要：沖縄と福建の民俗文化の諸相について、多角的な比較研究が行われた。両地

域の民俗文化は、その歴史的背景と地理的状況を考慮すると、沖縄における中国あるいは福建

文化の受容と変容が一つの重要な視点となる。文化移動の歴史的背景を明確にしつつ、両地域

の社会構造や信仰体系と対比して、家譜と族譜、門中と宗族、洗骨改葬、祖先祭祀儀礼、建築

儀礼と風水、樹木信仰、琉球瓦と中国瓦などについて比較研究が行われた。 
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 直接経費 間接経費 合 計 

２００６年度 3,800,000 0 3,800,000 

２００７年度 3,200,000 960,000 4,160,000 

２００８年度 2,700,000 810,000 3,510,000 

年度    

  年度    

総 計 9,700,000 1,770,000 11,470,000 

 

 

研究分野：民俗学 

科研費の分科・細目：社会科学／文化人類学・民俗学 

キーワード：中元節 建築儀礼と風水 宗族の祠堂群 死生観の比較研究 祖先祭祀儀礼 

 

１．研究開始当初の背景 
 
 沖縄における社会関係や民俗文化は、多様
な側面をもっている。それは、東シナ海に孤
立した島嶼性という沖縄特有の地理的特殊
性および中国と日本という大きな文化圏の
間にあって双方からの社会的文化的影響を
受けてきたという歴史背景と深くかかわっ
ている。 
 とくに、近世以降は薩摩の実質的支配を受
けて幕藩体制にもとづく社会的変革を行い
ながら、中国との文化的交流の中で儒教、風
水、観音や関帝の民間信仰などさまざまな文

化が中国から沖縄に導入された。明治の廃藩
置県以降は、日本の一部として近代化が進む
が、前近代の伝統を受け継ぎながら沖縄の民
俗文化は進展していった。 
 その結果、現在では御嶽信仰のような沖縄
の基層的な伝統文化をもちながらも、石敢当
やシーサーといった中国起源の文化も有し、
さらに初詣や七五三などの日本本土の習慣
も定着しつつある。 
 

２．研究の目的 
 

 上記の背景をもとに、特定の民俗文化を取
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り上げて、中国と沖縄での比較研究を行うこ
とによって、それぞれの地域における民俗文
化の特徴について分析を行なうことを目的
とした。 
 取り上げる民俗文化として、①家譜と族譜、
②門中と宗族、③洗骨改葬、④祖先祭祀儀礼、
⑤建築儀礼と風水、⑥樹木信仰、⑦琉球瓦と
中国瓦などを予定した。 
 

３．研究の方法 
 

 近世における中国文化の窓口は、泉州と福
州であった。したがって、泉州と福州周辺に
おける民俗調査を行うことを方法上の一つ
の柱とした。とくに、沖縄在住研究者は、福
建調査を中心に行った。 
 在日中国人研究者は、福建と沖縄双方の民
俗文化の相違についてより深く理解するた
めに、福建調査と沖縄調査の両方に従事する
ことにした。 
 民俗文化を比較研究する視点としては、日
中双方における民俗文化の類似について指
摘することをその目的とする立場もある。し
かし、本研究では、類似した民俗文化を取り
上げて双方の地域において実地調査をする
ことによって、それぞれの地域における民俗
文化の特徴を分析することに主眼を置く。 
 とくに、中国の影響があるといわれている
沖縄の民俗文化の特徴を分析する際に、福建
での調査資料と比較することによって類似
する部分と類似しない部分を検討し、沖縄社
会においてその民俗文化がどのように受容
されているのかを実証的に分析することが
可能になると考えられる。 
 

４．研究成果 
 

 沖縄の民俗文化は、その歴史的関係や地理
的関係などから、中国あるいは日本本土から
の影響があると指摘されてきた。今回は、沖
縄と中国の民俗文化の諸相について比較研
究を試みた。このような比較研究を行う際、
調査者は沖縄と中国の双方の民俗文化を調
査する必要があるし、そのどちらの民俗文化
に対してもある程度の調査経験がある方が
望ましい。今回は、在日中国人研究者を研究
協力者に依頼して、この点では研究が深まっ
たと評価できよう。 
 具体的には、①家譜と族譜と②門中と宗族
の項目は、琉球・沖縄における家譜と門中の
成立と形成について、近世琉球士族社会の形
成と深い関係があることが明確となった。さ
らに、その制度は、基本的に近世日本の武家
社会の家が基盤にありつつ、その上に父系血
縁関係を重視する中国の宗族の制度がかぶ
さって、沖縄独特の門中と家譜の成立につな
がったことが明らかとなった。 

 ③洗骨改葬の項目では、中国の南部と沖縄
には、双方とも洗骨改葬の習俗があるが、中
国では埋葬したのちに薦骨するのに対し、沖
縄では埋葬せずに風葬したのちに改葬する
点で違いがあることが指摘され、それはそれ
ぞれの伝統的な葬法違いにあることがわか
った。 
 ④祖先祭祀儀礼の項目では、いつ、どのよ
うな祖先を祭祀するかという点で、中国福建
省と沖縄の比較研究が行なわれた。まず、祖
先祭祀の儀礼の比較が行われたが、そのなか
で祀られる祖先の類別の違いが大きな論点
となった。つまり、福建では、死者がすべて
祖先となるとは限らず、夭折者、自殺者など
の異常死をした者は祖先とはみなされず、
「餓鬼」という範疇で別に祭祀される。沖縄
では、夭折者も自殺者も家の仏壇で祀られる
のとは大きく異なる。この点は、双方の家族
親族制度との関連が指摘され、今後の課題と
なる。 
 ⑤建築儀礼と風水の項目では、中国福建に
おける一般の人々の空間感覚には、風水が強
く介在しているのに対して、現代沖縄におけ
る風水知識は希薄なものとなっている。沖縄
ではむしろ、石敢当やシーサーなど本来風水
原理に基づくものが慣習化しており、風水原
理はほとんど普及していない。それは、風水
専門家である風水師が、中国では現在もなお
活動しているのに対して、沖縄では近代化の
中で中国的知識の断絶があり、風水専門家が
存在しないこととも関連がある。 
 ⑥樹木信仰の項目では、榕樹に対する福建
と沖縄の比較研究が行われた。沖縄では、キ
ジムナーという妖怪の住処として榕樹が使
われる。キジムナーは、樹木霊の性格を持つ
という指摘もあるが、それ自体は榕樹の精霊
というわけではない。それに対して、福州市
周辺では、榕樹の古樹に精霊が宿るという樹
木信仰があり、その祭祀形態を比較すること
によって、榕樹に対するアニミズム的信仰が
人格化されていく過程が示された。両地域は、
植生が似ており、榕樹が代表的な樹木である
が、それに対する信仰の違いが指摘された。 
 ⑦琉球瓦と中国瓦の比較研究の項目では、
泉州開元寺と浦添ようどれの石棺彫刻の類
似点が指摘された。また、明朝系軒丸瓦の鬼
面瓦当文様の那覇出土品と中国南京周辺出
土品との類似が検討された。また、中国にお
ける灰色瓦と赤色瓦の分布が福建省閩河を
境にしていることが判明した。16世紀後半に
中国から琉球に導入された焼成技術が、17
世紀末以降、灰色瓦から赤色瓦に転換しく現
象がある。この変化には地理的、文化的に近
い福建地域との関わりが想定される。 
 以上、沖縄と福建の民俗文化の諸相につい
て、多様な角度からの比較を試みた。風水知
識や瓦技術など、歴史的に直接福建から沖縄



にもたらされた文化については、文化の重要
後における沖縄での変容過程に注目するこ
とによる比較研究の新たな可能性を指摘す
ることができた。また、祖先祭祀や洗骨改葬、
樹木信仰など、それぞれの地域の信仰体系と
深くかかわる民俗文化については、表面的な
文化の相違を指摘するだけではなく、社会構
造や信仰体系の違いと関連させた対比的な
比較研究から、それぞれの地域の民俗文化の
意味を掘り下げて考察する必要性が今後の
課題となろう。 
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